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毎
週
土
曜
日
に
学
校
園
が
休
み
に
な
る
「
完
全
学
校
週
五
日
制
」
が
始

ま
っ
て
か
ら
、
半
年
が
た
ち
ま
し
た
。
た
だ
、
休
み
が
増
え
た
だ
け
で
な

く
、「
ゆ
と
り
の
教
育
」
を
目
指
す
新
学
習
指
導
要
領
な
ど
の
導
入
で
、
学

校
の
授
業
自
体
が
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
�
教
科
の
枠
を
超
え
た

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
本
格
化
�
複
数
の
教
諭
が
教
え
る
「
チ
ー

ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
（
Ｔ
Ｔ
）
」�
時
間
割
の
弾
力
的
運
用
な
ど
で
す
。
市

内
の
小
学
校
三
校
を
訪
ね
、
取
り
組
み
を
取
材
し
ま
し
た
。

「
サ
ク
リ
、
サ
ク
リ
」
と
黄
金

色
の
稲
穂
を
か
ま
で
刈
り
取
る
た

び
に
、
児
童
か
ら
歓
声
が
上
が
り

ま
す
。
収
穫
の
秋
の
九
月
、
平
木

小
学
校
の
五
年
生
三
十
六
人
が
、

中
庭
に
作
ら
れ
た
広
さ
約
百
三
十

平
方
�
の「
平
木
っ
子
の
田
ん
ぼ
」

で
、
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。「
総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
で
、
四
月
か

ら
続
け
て
き
た
稲
作
体
験
の
総
仕

上
げ
で
す
。

稲
作
は
、
日
本
の
歴
史
や
自
然

と
深
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
同

校
で
は
二
年
前
か
ら
、
社
会
科
の

授
業
で
農
業
に
つ
い
て
学
び
つ
つ
、

実
際
に
米
作
り
を
体
験
し
て
い
ま

す
。田

ん
ぼ
は
、
西
宮
市
教
育
委
員

会
が
進
め
る
地
域
人
材
の
活
用
事

業
「
さ
さ
え
」
に
登
録
す
る
農
業

松
本
源
信
さ
ん
�
�
の
協
力
で
で

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
水
が
必

要
な
の
で
、
井
戸
も
掘
ら
れ
ま
し

た
。「
一
粒
の
種
も
み
が
何
百
倍
の

お
米
に
な
る
ん
だ
よ
」。松
本
さ
ん

の
話
に
、
児
童
の
期
待
も
高
ま
り

ま
す
。

五
月
に
な
る
と
、
代
か
き
と
田

植
え
が
あ
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ

田
ん
ぼ
の
中
に
入
り
ま
す
。「
冷
た

い
」「
ぬ
る
ぬ
る
し
て
い
る
」。
ほ

と
ん
ど
の
児
童
に
と
っ
て
、
初
め

て
の
感
触
で
す
。

く
わ
を
手
に
、
土
を
平
ら
に
し

ま
す
。
そ
こ
に
、
横
一
列
に
な
っ

て
、苗
を
一
本
一
本
植
え
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
三
分
の
一
だ
け
で
す
が
、

間
隔
は
ま
ち
ま
ち
で
、
時
間
も
す

ご
く
か
か
り
ま
し
た
。
お
米
を
育

て
る
に
は
、
手
間
ひ
ま
が
か
か
る

こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
西
宮
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

の
人
た
ち
も
、
農
作
業
を
指
導
し

て
く
れ
ま
し
た
。
雑
草
を
抜
い
た

り
ス
ズ
メ
よ
け
の
ネ
ッ
ト
を
張
っ

た
り
と
、
児
童
ら
の
丹
精
に
こ
た

え
る
よ
う
に
、
稲
は
日
に
日
に
育

ち
ま
す
。
去
年
は
、
背
が
高
く
な

り
す
ぎ
た
た
め
台
風
で
倒
れ
た
の

で
、今
年
は
肥
料
を
抑
え
ま
し
た
。

「
ウ
サ
ギ
の
ふ
ん
が
肥
料
に
な
る

の
に
、
び
っ
く
り
し
た
」
と
、
木

村
梨
乃
さ
ん
。
始
め
は
十
�
ぐ
ら

い
の
苗
が
七
十
五
�
に
も
伸
び
た

の
を
見
る
と
、
生
命
の
力
を
感
じ

ま
す
。

こ
う
し
て
迎
え
た
刈
り
入
れ
は
、

父
母
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

「
『
米
』
の
字
は
、
八
十
八
の
手

間
を
表
し
て
い
る
と
習
っ
た
と
お

り
、
農
家
の
苦
労
が
よ
く
分
か
っ

た
」
と
両
満
卓
君
。
豊
島
卓
朗
君

は
「
ご
飯
粒
を
残
さ
な
い
よ
う
に

す
る
」
と
誓
い
ま
し
た
。「
米
作
り

を
通
じ
て
、
命
の
大
切
さ
を
感
じ

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
」
と
、
担

任
の
米
口
征
代
先
生
は
話
し
ま
す
。

「
平
木
米
」
は
、
約
六
十
�
も

収
穫
で
き
ま
し
た
。
十
月
末
に
収

穫
祭
を
開
き
、
松
本
さ
ん
ら
お
世

話
に
な
っ
た
人
た
ち
を
招
い
て
、

お
に
ぎ
り
を
食
べ
る
予
定
で
す
。

兵
庫
県
の
公
立
小
中
学
校
で

は
前
年
度
か
ら
、
児
童
一
人
一

人
の
個
性
や
能
力
を
伸
ば
し
基

礎
学
力
の
向
上
を
図
る
「
新
学

習
シ
ス
テ
ム
」
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
複
数
の
先
生
を
配
置
し

た
り
、
児
童
生
徒
を
少
人
数
に

分
け
て
授
業
す
る
な
ど
、
き
め

細
か
な
指
導
に
各
校
が
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。

段
上
西
小
学
校
で
も
昨
年
か

ら
、
五
、
六
年
生
の
算
数
と
理

科
、「
総
合
的
な
学
習
」
で
、
担

任
と
別
の
先
生
の
二
人
が
授
業

を
す
る
「
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
（
Ｔ
Ｔ
）
」
と
、
二
学
級
を

三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
授
業
を

す
る
「
少
人
数
授
業
」
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。

西
村
光
彦
校
長
は
「
完
全
学

校
週
五
日
制
が
始
ま
り
、
教
科

内
容
が
減
っ
て
も
、
基
礎
学
力

を
き
ち
ん
と
身
に
つ
け
さ
せ
た

い
」
と
狙
い
を
説
明
し
ま
す
。

Ｔ
Ｔ
に
よ
る
六
年
一
組
（
三

十
七
人
）
の
算
数
の
授
業
。
担

任
の
井
上
日
登
美
先
生
が
授
業

の
進
行
役
で
す
。
山
村
厚
志
先

生
が
プ
リ
ン
ト
を
配
っ
た
り
、

板
書
す
る
こ
と
で
、
時
間
を
効

率
よ
く
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

児
童
が
問
題
を
解
く
間
、
二

人
の
先
生
は
教
室
を
く
ま
な
く

歩
き
ま
す
。
つ
ま
ず
い
て
い
る

児
童
一
人
一
人
に
、
す
ぐ
に
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
、
違
っ
た
解

き
方
や
発
想
を
引
き
出
す
こ
と

に
も
役
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

特
に
、
理
科
で
は
危
険
な
実

験
も
あ
り
ま
す
。「
二
人
だ
と
、

全
員
に
目
が
行
き
届
く
」
と
井

上
先
生
。
山
村
先
生
も
「
効
果

の
具
体
的
な
分
析
や
評
価
は
こ

れ
か
ら
」
と
前
置
き
し
つ
つ
、

「
計
算
力
が
増
し
、
正
確
さ
も

高
ま
っ
て
い
る
」
と
感
じ
て
い

ま
す
。

児
童
に
も
お
お
む
ね
好
評
で
、

南
部
結
花
さ
ん
は
「
近
く
に
先

生
が
来
て
く
れ
る
と
質
問
し
や

す
い
」
と
言
い
、
渡
部
秀
太
君

は
「
授
業
が
早
く
進
む
の
が
い

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
学
習
指
導
要
領
は
「
時
間

割
の
弾
力
的
運
用
」を
う
た
い
、

こ
れ
ま
で
の
四
十
五
分
授
業
以

外
に
、
三
十
分
や
六
十
分
授
業

な
ど
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

小
松
小
学
校
は
、
新
指
導
要

領
を
先
取
り
す
る
形
で
平
成
十

二
年
度
か
ら
、
十
五
分
を
基
準

単
位
に
授
業
時
間
の
枠
を
さ
ま

ざ
ま
に
変
え
る
「
モ
ジ
ュ
ー
ル

・
ブ
ロ
ッ
ク
制
」
を
始
め
ま
し

た
。新

指
導
要
領
で
は
多
く
の
教

科
の
年
間
授
業
時
数
が
削
減
さ

れ
、
一
週
間
に
な
ら
す
と
コ
ン

マ
以
下
の
半
端
な
時
間
が
で
き

ま
す
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
制
に
す
る

こ
と
で
「
半
端
な
時
間
も
上
手

に
使
い
、
児
童
が
学
習
に
集
中

で
き
る
」（
中
根
剛
校
長
）
と
の

こ
と
で
す
。

教
室
や
教
科
担
任
が
固
定
し

て
い
る
音
楽
や
体
育
、
理
科
な

ど
の
教
科
以
外
は
、
活
動
内
容

に
合
わ
せ
て
時
間
を
決
め
ま
す
。

例
え
ば
、
運
動
会
で
合
同
練
習

が
増
え
る
と
、
他
の
教
科
を
別

の
週
に
移
す
な
ど
の
工
夫
が
、

十
五
分
単
位
で
で
き
る
の
で

す
。外

部
か
ら
講
師
を
招
い
た
り

す
る
た
め
、
固
定
さ
れ
た
時
間

枠
で
は
難
し
い
総
合
学
習
に
も
、

柔
軟
に
対
応
で
き
ま
す
。
低
学

年
に
は
、発
達
段
階
に
配
慮
し
、

集
中
で
き
る
長
さ
の
授
業
時
間

を
設
定
で
き
ま
す
。
ま
た
、
毎

朝
の
十
五
分
を
読
書
や
計
算
、

ス
ピ
ー
チ
練
習
な
ど
に
充
て
、

基
礎
学
力
の
向
上
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

複
雑
な
年
間
授
業
時
数
は
、

パ
ソ
コ
ン
の
表
計
算
ソ
フ
ト
で

管
理
し
、
二
週
間
ご
と
に
時
間

割
を
作
り
ま
す
。「
慣
れ
る
ま
で

は
大
変
で
し
た
が
、
今
で
は
現

場
の
実
情
に
応
じ
た
授
業
を
組

み
や
す
い
と
の
声
も
あ
り
ま

す
」
と
、
担
当
の
松
本
栄
次
先

生
。学

級
に
よ
っ
て
授
業
の
終
了

時
間
が
違
う
た
め
、
チ
ャ
イ
ム

も
廃
止
し
ま
し
た
が
、「
児
童
に

時
間
を
意
識
す
る
自
主
性
が
育

っ
て
き
た
」
と
先
生
た
ち
は
感

じ
て
い
ま
す
。

２
人
の
先
生
が
授
業
を
担
当
。

「
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
、
す

ぐ
教
え
て
も
ら
え
る
」
と
児
童

に
も
好
評
だ
�
段
上
西
小
学
校

パ
ソ
コ
ン
の
表
計
算
ソ
フ
ト
を

使
い
、
２
週
間
ご
と
に
時
間
割

を
作
る
。
児
童
に
も
定
着
し
て

い
る
�
小
松
小
学
校

先先
生生
２２
人人
制制

�
質
問
し
や
す
い
�と
好
評

ゆゆ
とと
りり
活活
用用

授授
業業
様様
変変
わわ
りり

（
段
上
西
小
）

農家の苦労、自然の力実感

完全学校週五日制 導入から半年

かまを手に稲刈りに励む児童＝平木小学校

稲稲作作体体験験
（平 木 小）

時時
間間
割割
弾弾
力力
化化

集
中
力
、基
礎
学
力
向
上
へ

（
小
松
小
）


